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デイケンズ『バーナビー・ラッジjにみる 19世紀イギリスの女看守

中i丑元子

はじめに

チャールズ・デイケンズのわ可ーナピー・ラッジj(1841)で、鍵J.:trtヴァーデン

家のメイドとして笠場するミッグズは、物語の最後でミドルセックスナトi監獄

(Middlesex County Bridewell)の看守になったことが伝えられる。 J

It chanced at that moment. that the justices of the peace for Middlesex 

proclaimed by public placard that they stood in need of a female turnkey for 

the County Bridewell. and appointed a day and hour for the inspection of 

candidates. Miss Miggs. attending at the time appointed. was instantly chosen 

and selected from one hundred and twenty-four competitors. and at once 

promoted to the office; which she held until her decease. more than thirty 

years afterwards. remaining single a11 that time. (Barnaby Rudge 684-85) 

1780年に起こった反カトリックのゴードン暴動を扱ったこの作i完の後半では、 ド

リーとエマのilljffたが先触れとなって、主人公パーナど一、その父ラッジのニューゲ
ブリズ/

イト監獄への収監、ニューゲイト他の監獄の焼き討ちと囚人脱獄、再びパーナピー、

父ラッジ、ヒュー、デニスのニューゲイトへの収監、ゴードン卿のロンドン塔への

収監と、監禁、牢獄の描写が続く。物語の最後で、ミッグズが生活の場所を監獄と

することになるのは、まさに作品の流れに合致するもののように思われる。

ミッグズが人生後半を監獄で過ごすことになるのは、それまでのミッグズの振る

舞いや発言からいって、読者にも納得のゆくものだろう。ミッグズは、日頃から、

ヴァーデン夫人の、夫に対する不満を助長し、夫婦仲を悪くするよう働きかけてい

た。また、みなからちやほやされるヴァーデンの娘ドリーを妬み、彼女に惹かれる

リJたちを'h'(/む。そして、反カトリック巡動に、行J-付と*会出nj';という形で参加し、

暴徒に抵抗する主人ヴァーデンの銃にどールを流し込んで使えなくする。挙げ、匂の

果ては、騒動の終結後、図々しくヴァーデン家に舞い戻り、クどだとわかると悪口

雑言を吐いて出て行く。このような振る舞いを見せられると、ミッグズが、看守と

してではあっても監獄という場所に入ることを、それまでの所業に対する罰とみな

すことは容易である。
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しかし、ミッグズの立場に立ってきわめて現実的に考えると、監獄行きを京!とみ

なすのとはまったく加のは方もありうることに気付く。というのも、ミッグズは

ヴァーデン家のメイドをクビになった後、 30年余りも監獄;で看守のj肢を保ち、独

身で生活し続けることができたからである。監獄がそれを可能にする場所だったと

すれば、仕事場としてはかなり好ましい場と考えられる。ミッグズが監獄で一一生を

終えることを象徴的な罰と読むことがこの作品の読みとして説得力のあるものだと

しても、もし監獄がミッグズにとって好ましい場所だったとすれば、そこで一生を

終えるのは本望だったということになる。

本稿では、まず、ミッグズが勤めた監獄の実態や女看守の仕事の実際を誠べ、そ

の職業が未婚女性にとってどのようなものでありえたかを検討する。ついで、ミッ

グズという人物の不二守としての適性について考-祭し、ミッグズにとっての不可ごとい

う職業の意味、ひいては本作品における女看守登場の意味を採る。

1.ミドルセックス州監獄

ミッグズが看守となったのは、ゴードン暴動の亘後、 1780年であるが、このと

きのミドルセックス川 監 j訣は、ロンドン、クラークンウェル地区にあった

クラークンウェル監獄である。元の職場であるヴァーデンの鍵屋もクラークン

ウェルにあったので、ミッグズは践と鼻の先にある全く違う場所に移ったというこ

とになる。

クラークンウェル監獄は 1615年から 16年にかけて建設された古い監獄で、ミッ

グズが就職する直前にあたる 1776年に視察をした監獄改良家ジョン・ハワード

(J ohn Howard)によれば、その時点で修理不能なほど老朽化していた (186)。そ

のうえ、ハワードの訪問の産後、まさに 1780年のゴードン暴動で破壊され、閉鎖

に向けた動きは加速した。このため、後継となるミドルセックス州監獄の建設が計

附され、 1794年、クラークンウェル!託獄から半マイルほど離れたところに新しい
ブライドウエル

監獄が建設された。それがコールドパース・フィールズ監獄である。この監獄

が業務を開始したのをうけて、クラークンウェル監獄は 1804年に完全に閉鎖され

た (Storer245)。

本論冒頭の引用によると、ミッグズは「就職してから 30年余り後に死ぬまで勤

め続けたjことになっているが、上司のクラークンウェルij幻:去のおli長と照らし合わ

せると、それは不可能であったということになる。つまり、 1780年にクラークン

ウェル監獄に着任したとすると、勤務期間の途中の 1794年から 1804年の問のいず

れかの時期に、コールドパース・フイールズ監獄に転勤したと考えなければならな
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くなるからである。 I司じクラークンウェル内のごく近い場所への転勤ではあるが、

1"liJじ場所に勤務し続けたことを示す本文の記述からすると少し迎和感がある。

では、半マイルといえども移動はせず、あくまで同じ場所に居続けた可能性はな

いのだろうか。これについては、次のように考えると可能となる。ミッグズの在職

中に閉鎖されたクラークンウェル監j訣と同じ敷地内には、クラークンウェル・

ニュー・プリズンという監獄もあった。これは、 17世紀後半に、ニューゲイト監

獄の混雑緩和のために、クラークンウェル監獄の隣に建てられた未決囚用の監獄で

ある。ニューゲイトに対して「新ししづため、ニュー・プリズンと名イ寸けられた。ミッ

グズが、クラークンウェル監獄の閉鎖に伴って、隣接するニュー・プリズンに移れ

ば、既決図j羽の監獄houseof correctionから未決囚用の監獄houseof detentionへ

と、 lif~J;誌の柄数を変えることにはなるが、 30 年余りにわたって同じ場所~=J11;-絞け

ることは可能だった。

ここでの問題は、監獄の種類が変わることだが、実際には、監獄の種類をそれほ

ど厳密に区別せずに利用されることもあったようだ。このため、政府の委員会では、

19~~;誌の税別が無税されて未決囚と既決囚がi川じ!民主まに必在していることがしばしば
ヴライドウェル

問題となっていた。 2また、クラークンウェル!託 j訣とクラークンウェル・ニュー・

プリズンは、同じ場所にあることもあり、よく混同されていた。デイケンズが fバー

ナビー・ラッジjを構想中の 1837年、貴族院報告において、リッチモンド公 (Duke

of Richmond) は、未決囚用の監j訣であるクラークンウェル・ニュー・プリズンを

"house of correction"としてパ及している (Barrow211)。クラークンウェル
フライドウェル

監 獄がその機能をコールドパース・フイールズ監獄に移してからすでに 40年以

上、完全に閉鎖されてから 30年以上もたった時期のことである。リッチモンド公

の発言は、この時代に、クラークンウェル・ニュー・プリズンが、その種類を問題

にすることなく、単にクラークンウェルにある監獄として認識されていたことを示

すものである。

ここまで、物語の歴史的年代を考えて、ミッグズが勤務した監獄を特定すること

を試みてきた。ここで視点を変えて、作品が発表された 1841年の読者が、ミッグ

ズが看守となった監獄としてどの監獄を思い浮かべたか、という点から考え直して

みよう。 1841年の段階でミドルセックス州の bridewellすなわち houseof correction 

として存在したのは、上述のような経緯でできたコールドパース・フィールズ
ブライドウェル

監獄である。コールドパース・フイールズ監獄は、名前にクラークンウェルを

冠するニュー・プリズンより規模が大きく、とくにロンドンの売春婦が収容される

監獄として知られていた (Collins68)。当時の読者は、ミッグズが「操の弱いJ(685) 

光お婦に対して;丘地の思い仕打ちをしたという記述を読むとき、コールドパース・

ブイールズ監獄が物語の舞台となった 60年前に実際にあったかどうかには頓着せ
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ず、この監獄のことを思い浮かべたのではないだろうか。そしてまた、それをクラー

クンウェルにある !J主主決としてい，Z殺し、ゑj'f*的にニュー・プリズンと il~I'ÎJ していたこ

とも考えられる。しかし、読者にとって重要なのは、クラークンウェルという地域

に、ミッグズが勤めるにふさわしい監j誌があったことであり、そのことには何の疑

問もなかったからこそ、ミッグズカfクラークンウェルにある軍司訣に「主主i敵してから

30年余り後に死ぬまで勤め続けたJという記述に違和!惑を持つことなく読むこと

ができたのだろう。

2.看守の仕事と待遇

監獄で、看守は日常的にどのような業務を行い、ととのような光景を自にしていた

のだろうか。ミッグズが監獄勤務を始めた 18世紀後半から 19世紀前半にかけて、

!Jjf獄改jilt巡動、 ii:幻i決法施行などによって、 iff紋を取り巻く以坊は変化し、とくにコー

ルドパース・フイールズ監獄は、ディケンズも親交のあった所長チェスタトン (G

L. Chesterton)によって大改革が行われた03 したがって fバーナビー・ラッジJ

の舞台の年代と、出版年代とでは、看守の待遇などにも宇大きな変化があったが、こ

こでは fノ¥'-ナビー・ラッジjのおーが、身近な知;H&からミック、‘ズの職場ーや仕:!J i-を

想像したと考え、この作品の執筆・出版年代の監獄の実態をみていくことにする。

主としてコールドパース・フイールズ監獄についての英国議会調査報告書をもとに

するが、必要に応じて他の監獄についての記録も参考にする。

まず、 1837年の第 2@監獄視察報告書に記録されたコールドパース・フイール

ズ監獄の日課をもとに、看守の一日を再現してみよう。起床の合図とともに、看守

は獄房のドアの鍵を開け、廊下に立って、四人が房ごとに-:JiJになって仕事に行く

のを監視する。ゴールドパースで、は無言方式が敷かれていたので、無言の規則に違

反する国人を注意する 04囚人にまいはだ作り、あるいは踏み車をやらせている間

に、看守は交代で朝食を摂りに行く。病人がし hたり他の職務があったりして、監視

のための看守の人数が足りないことがよくあった。 囚人が朝食に行く前に、前日の

無言規則違反者を監獄所長に報告する。 違反者は所長の前に出て罰を受ける。囚人

が朝食中はその前に立って監視する。朝食が終わると、また一列に並ばせて、チャ

ペルに連れて行く。礼拝開始後、獄房、作業場を見回って、掃除がしであるか、残っ

ている者、病人がいないかを確かめる。礼拝後はまた行進して作業場に戻らせ、ま

いはだ作りと踏み車をさせる。昼食、夕食の前後も、列を作って移動させ、監視す

ることの繰り返しである。就寝時刻がくると、点u乎の上、獄房に入れて鍵を閉める。

以上は男性看守の一日であるが、女性看守の仕事も大体向じとされている。女性棟
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特有の問題として、常に異なるぎ1~;I7\の囚人の混在があり、無言方式を守らせるのが

舵しし叶出向にある、とのことである("Second Report" 78 -79)。

トットヒル・フイールズ監獄については、 1837年の第 2回監獄視察報告書に二

人の女性看守の証言が記録されている。 。一一人目の看守は着任してから 7ヶ月で、

重罪人と売春婦の入所する棟を担当している。Eいヤはほとんとご仕事室で、監督をする。

-11寺間は中庭での運動(散歩)につきあう。また、一日おきに、夜の入所者の受け

入れを担当する。トットヒル・フイールズ監獄も無言方式で管理されていたので、

違反してし々べったり笑ったりした!X1人を報告する。夜は中庭から部屋の中で声が

しないかに開き耳を立てる。このような仕事内容を伝えている。もう一人の、 2年

半勤めている看守は監獄内に住み込んでいる。この看守の観察では、入所する女た

ちは大体酔っぱらっており、中にはりj性不-守に支えてもらわなければ歩けないよう

な者もいる。できるだけしャべらせないようにしているが、寝室ではひどい言葉で

話しているのが聞こえる、と5正言している。("Second Report" 1 08)。

無言方式導入後は、それを守らせることが看守の仕事の大きな部分を占めていた

ようである。コールドパース・フィールズの所長チェスタトンによれば、無言方式

導入後、職員の仕事は一層きついものになった。少しでも看守の注意がそれると、

囚人たちは沈黙を維持することができなくなるので、職員の大幅な増員が望まれる、

と証言している("Second Report" 91)。実際に看守が監視しなければならなかった

人数はどのようなものだったかというと、このil赴任の回答日のコールドパースの囚

人数は、男囚 689名、女囚 23G泊であった("Second Report" 95)。これに対し、男

性看守は 30人、女性看守は 8人 ("SecondReport" 84)なので、全員が出勤してい

たとして、男子看守は一人当たり、 23人、女性看守の方は 30人を監視しなければ

ならなかった。欠勤者や、臨時に~Ijの任務に従事しなければならない者がし=たこと

を考えると、一人当たりの人数は13'i;~'的にこれより多かったということになる。
ターレキー

看守の仕事は、文字通り鍵を1111して囚人をj:J;'から出し入れし、っきっきりでは

張るというものであった。始終囚人のそばにいることによって、危険にさらされる

こともあった。監獄報告書には監獄内での規則違反の一覧が付与されているが、一様

に囚人間の暴力沙汰が報告されている ("SecondReport" 144)。暴力の対象が監獄

戦11になることもあり、コールドパースでは、リJ'1笠囚人が集団でJわ守にむかつて物

を投げて騒ぎになったこともある("Sixth Report" 295)。 トットヒル・フイールズ

監獄では、入所持に大暴れして窓ガラスを 70枚も割った女がいた("Sixth Report" 

272)。元々暴力行為で収監された者も多い監獄という場所柄、看守は囚人の暴力に

遭う可能性もある危険な職業だった。また、いわゆる監獄熱、すなわち発疹チフス

催患の危険は看守にもあった。 1838年の第 3回監獄視察報告書によると、 トット

ヒル・ブイールズ監獄内で発疹チフスが流行り、囚人の中に死者は出なかったもの
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の、職員が二人も死亡したとのことである ("ThirdReport of the Inspectors" 51)。

手7守の仕:!jl.が厳しいものであるため、いったんは-石二守を志しても、 3ヶ月間jの試

用の段階で見切りを付けてしまう者が多い、とコールドパース・フィールズ監j訣所

長のチェスタトンは述べている。

Many of those who come on trial， notwithstanding that the stipend is good， 

leave without engaging， upon finding the duties so arduous， and exposure to 

the weather in the yards and passages so very trying to their health. C'Second 

Report" 119) 

また、この一年!日j で 11 人が辞めたとも +I~日-されている。このとき名-守はりj女合わ

せて 40人いたが、そのうちの 11人が辞めたとなると離職率は高い。

しかし、上記チェスタトンの言葉のうち「給料が良いにもかかわらず」という文

言は目を31く。チェスタトンからみると、仕事が大変とはいえ、給料はそれに見合っ

たものだったということになる。女性職J1の給;f_lも他のlmtl民に比べて良いものだっ

たのだろうか。また、その他の待遇がどのようなものだったのかについても確認し

てみた¥"-.0

1837年の女性看守の給料は、上級看守が週給 lポンド 3シリング6ペンス、下

級看守が週給 1ポンド 1シリングである。一年間の収入に直すと、それぞれ61ポ

ンド2シリング、 54ポンドロシリングになる。女性看守長は週給 1ポンド 5シリ

ング(年 65ポンド)である(川SecondRepor(96)。これを他の職業と比較すると、

たとえば、ミッグズの元の仕事であるメイドの場合、 1841年3月4日の『タイムズJ

紙求人欄では年 12ポンドが提示されているので (TirnesMar. 4， 1841:1)、下級看

守でも尖にこの4111以上の年収を作ていたということになる。参考までに、ミドル

クラス女性の仕事である通いのガヴァネスの給f-lをみると、年 30ギニーほどであ

り (TirnesJan. 7，1841: 1)、上級看守の半分である。また、 トットヒル・ブイール

ズ監獄の 1838年の報告書では、女性看守のうち二人は住所が監獄になっている。

住み込みということになれば、食~I( と住V;.~I(が不1ii:: になりその分が給料に上乗せさ

れている計算になる。看守の給料は、女性の職業の中では格段に良いものであった

といえるだろう。

また、監獄職員の給料は、元から良いだけでなく、職務に見合っているかつねに

注意が払われており、場合によっては値上げ勧告が出された。 1843年 1月108付

けの『タイムズJ紙法廷欄では、監獄職員の賃上げが決定されたことが伝えられて

いる。レディング監獄では、入獄者が増えて!隊員の仕事が増えた。よって、給料も

上げたいとの動議が出されて承認されたとのことである。記事には、所長以下、女
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性看守に至るまで、各撞監獄職員の値上げ金額も記載されている ("Prison

Discipline" 7)。

看守の給料や待遇は良かったようだが、その安定性はどうだったのだろうか。良

い給料でも短期間しか働けないのであれば総体的に良い職業とはいえない。この点

では、雇用主が公的機関であったことで、 i穀業としての安定度は高かったといえる。

家事使用人は、雇用主の一存で、一ヶ丹程度の予告期間だけを与えられてクピにな

ることもあったが、それにくらべればはるかに安定していたといえるだろう。監j訣

調査報告書には、不適格、職務怠慢によって、免職、退職となった職員が記載され

ているが("Second Report" 84)、同じことをすれば他の職業においても同じ対応が

なされただろうから特に厳しいとはいえない。

主人の一存で免職になることはないとして、またよ'CI(Ii11に1111迷いを犯すことなく

勤務したとして、いったい何歳まで働き続けることができたのだろうか。 1841年

のトットヒル・フイールズ監獄の看守一覧をみると、女性看守の中には 66歳とい

う者もいる ("SixthReport" 274)。看守に定年はなかったのだろうか。また、治る

は込みのない病気で仕~!J fができなくなっても解jぶされなかったのだろうか。このこ

とについての事情を知る手がかりが、 1841年の監獄視察報告書の所見欄にある。

ここで視察官のウィリアム・クロフォード (WilliamCrawford) とホイットワース・

ラッセル (WhitworthRussell)が「退職後、所長と教諺師には年金が支給されるが、

他の職員には支給されなしミ。このため、病気や老齢によって勤務に支障がでるよう

になっても解雇しない習慣がある。この悪習を根絶するためには、早急に、一般職

員にも年金が支給されるような法改正が必要であるJ(川SixthReport" iii -iv) と指

摘しているのである。先のトットヒル・フイールズ監獄の 66歳の女性看守はまさ

にこの習慣の恩恵、を被った例であろう。

ミッグ‘ズは、 20成過ぎで就職したとすると、 30余年勤めて、 50代半ばで亡くなっ

たと考えられる。定年のない待遇を十分享受するにはもう少し長生きしたかったと

ころかもしれないが、定年がなく、病気になっても解雇されないという安心感は十

分味わっていただろう。ミッグズは、看守になった後、死ぬまで職を追われること

なく、独身女性として生討を立てることができた。もし手!?守として採用されなけれ

ば、どうなっていただろうか。ヴァーデンが「ミッグズと結婚するような気違いが

いるだろうかJ(69)と言うように、ミッグズは結婚市場からは排除されており、ゴー

ドン騒動の後居候していた唯一の肉親である姉の家も、甥に対して暴力を働いたた

めに追い出されてしまった。就きうる仕事としては、ヴァーデンの家でしていたメ

イドなどの家事使用人があるが、もし運良く職にありつけたとしても、給料は安い

うえ、いつクビになるかわからない。ゆくゆくは救貧院も目の前にちらついたかも

しれなしミ。就職先としての監獄は、仕事は厳しく、危険もあった。しかし、何より
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も、給料が良いこと、また、大過なければ病気になっても死ぬまで勤め続けられた

ことは、 1'1分の身ひとつで、生きていかなければならない独身女性にとっては、この

上もない好条件を備えていたといえる。

3.ミッグズの看守としての適性

ミッグズが看守として採用されたとき、応募者は 124人もいたとされている。前

節でみた待~の良さを考ーえれば、これもあながちデイケンズ流の誇阪とばかりはい

えないのかもしれない。では、ミッグズはなぜそのような高倍率をかいくぐって採

用されたのだろうか。本節ではミッグズの肴守としての資質について考える。

コールドパース・フイールズ監獄の所長チェスタトンは、良い看守の資質として、

節制、時間厳守、機敏さ、忍耐強さ、誠実さ、冷静さ、勤勉さ、健康、堅実さ、用

心深さ、規律正しさ、服従する態度が身に付いていることなどをあげ、さらに、ま

ずまずの教育を受けていること、と付け加えている("Second Report'l 91)。このよ

うな資質のうち、ミッグズは何を備えていたのだろうか。面接官に好印象を与えた

のはどのような点だったのだろうか。

まず、作中ミッグズが初めてな場ーする場'I(IIをよよてみよう。

This Miggs was a tall young lady， very much addicted to pattens in private 

life; slender and shrewish， of a rather uncomfortable figure， and though not 

absolutely ill-looking， of a sharp and acid visage. (64) 

ミッグズは背が高く痩せており、ヴァーデン家の徒弟タパティットに言わせれば「骨

張っているJ(82)。ヴァーデンの娘ドリーがふっくらとしているのとは好対照であ

る。顔立ちについて語り手は、「必ずしも醜いというわけではないがJと書いてい

るが、表情は体つき同様尖っている。ドリーの恋人ジ、ヨー・ウィレットにとっては、

「ドリーの後でこの女を見ると、こんな女がこの世に存在していること、そもそも

この世に生まれてきたこと自体が、何とも説明のつかぬ悪ふざけのように思われたJ

(120)。男が女の魅力と考えるものを全く持たない存在で、しかも、その名は男を

辿恕させるものでもあった。 6

監獄の看守の1M接試験で、 IMt友行がミッグズを-11凡てます、気づいたのは、この

ぎすぎすした体つきと表情であったはずだ。これは男性にとっては魅力のない特徴

かもしれないが、この点は、家事使用人の場合と同様、雇用者の視点からは、欠点

というよりはかえって好ましい特徴とみなされた可能性が高い。監獄職員の大多数
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を占める男性や 12~ 人の関心を引く心配がなく、 M もって問題を回避できるからであ

る。

rul抜試験で、あれば話をする必要がある。ひとたびミッグズが口を開くとだれでも

すぐ気がつくのは、そのおしゃべりぶりである。ミッグズが笠場する場面では必ず

長広舌が被露される。ひがみ、桁み、追従、自己憐側、開きi亙りが同居している、

仁iを差し挟む隙もなし汁まどのおしゃべりである。ヴァーデンがあてこすりの皮肉を

つでも、さらに上を行く嫌みたっぷりの返答をする。デイケンズがゴードン暴動

を描くにあたって参考にした歴史書を検討したバットとティロットソン(John

Butt and Kathleen Tillotson) は、ディケンズはミッグズとタパテイットを造形す

るヒントを、 FanaLic・ismand TreasuJl (1780) に登場する "femaleorators"や"the

harmless apprentice"から引たのではないかとしている (86)0 rノ1ーナピー・ラッジj
の長靴亭で演説するのはタパティットだけだが、ミッグズの、話し出したら止まら

ない、誇張した表現に満ちた話しぶりをみると、声高に扇動演説をする人物がモデ

ルになっているとしても納得がゆく。

ミッグズはおしゃべりだがl話し方は感惣無礼で、 ドリーは、ミッグズの活しぶり

が、表面は上品ぶっているが実は相手を馬鹿にしているという点で、礼儀正しいが

無慈悲なチェスターに似ている、と感想、をもらす (233)。ヴァーデ、ン家などでの話

しぶりから推測すると、ミッグズは、監獄の面接でも、聖書の文句を引用しながら、

収監者の多くを占める売春婦を非難する一方、自らの貞節ぶりを大げさに自画自賛

しただろうと想像できる。ミッグズは長広舌の途中、時々、単語を混同してマラプ

ロピズムに陥ったり、聖書の引用も間違えたりする。 7 しかし、コールドパース・

フィールズ監獄所長チェスタトンが指摘しているように、看守の出身階級の中に教

育を受けた者は少なく、とくに女性となるとごく少なかった ("SecondReport" 91) 

とすれば、ミッグズの言語使用能力は応募者の中で、際立っており、採用に大きく責

献したと考えられる。

もうひとつ、 ミッグズに特{教的な点としてパテンズを女子んでいることカまあげられ

る。パテンズは、泥道を歩く時に、靴を履いた足を差し込んで、用いられた西洋足駄

である。鉄枠などで!まが高くなっており、靴とスカートの裾が汚れないようにする

ためのものだった。このパテンズがミッグズの初な幼時には彼女が常用しているも

のとしてわざわざ言及され、最後の登場場面でも目立つ持ち物となっている。さら

には、ミッグズは、看守となってからもパテンズを履き続けたようで、その鉄枠で

囚人の足を踏みつけたと伝えられる (685)。

ここで特に注目したいのは、ミッグズ最後の登場場面でのパテンズの働きである。

ゴードン暴動が終結した後、ヴァーデン家に舞い戻ったミッグズは、「ノfテンズを、

一対のシンバルのように打ち鳴らしたJ(668) 0 t)ミッグズは、再雇用を勝ち取ろう
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と、追従をまくしたてながら、伴奏のようにパテンズの底を打ち合わせて鳴らした。

金}rD;でできていたパテンズの底を打ち合わせれば、砕かにシンパルのようにl干J/，':jし瓦

音がしたことだろう。ここでミッグズのパテンズが見立てられているシンバルは、

元々オスマントルコ軍の軍楽隊メフテルの楽器だった。実は、メフテルはすでにこ

の物語に登場しており、しかも、そこでもミッグズと結びつけられていた。物語半

ばの第41輩、東ロンドン王立義勇軍のjfJIJH&を着たヴァーデンは、妻に、「年甲斐も

なくそんな格好をしてJ(339)、とたしなめられる。それに対してヴァーデンは、

イングランド防衛の必要がある、として次のように言う。外国の軍隊がやってくる

と、「ミッグズだってだめだぞ。大きなターバンを巻いた真っ黒いタンバリンたた

きの男がミッグズだってさらっていくぞJ(340) と。「大きなターバンを巻いた真つ

n¥しEタンバリンたたきのリJJは、まさにメフテルの-11である。ヴァーデンは心配
しているが、ミッグズならシンバルlJllきとしてメフテルの一員になることも考えう

る。

ミッグズは、パテンズをシンバルのように打ち鳴らす姿をメフテルと同一視する

ことができるばかりでなく、その他にも多くの総力的傾向がみられる。まず、過激

な言語表現を好む。「もし若き乙女ーたちが確実に自分を手本に倣ってくれるなら、

男たちへの嫌がらせに、喜んで首を吊ることでも、溺死するのでも、刃物を自らに

突き立てるのでも、毒をあおることでもしてみせるJ(64) という激烈な表現はそ

の一例である。自分の母についても「母は、一秒後に絞首刑にされ、八つ裂きにさ

れると分かっていても、この上もなく温和、友好、寛大、忍従の女だったJ(188) 

などと言う。母については、重ねて、ボクシングの比検も使って「カウントアウト

寸前に明るい顔で立ち上がり、何もなかったように戦って勝手iJをつかむJ(188) と

描写する。 18世紀末から 19世紀初めにかけてのボクシングは、素手で打ち合う危

険なもので、選手が主似を1'1ったり死亡したりすることがまれではないようなス

ポーツだった(松井 131)。ミッグズは言語表現において、ことさら暴力的な印象

を与えるよう言葉を選んでいる。

ミッグズの言葉が暴力的であることは、 11主まみれの英国jなどというタイトル

のi記事をお故していた反カトリック巡動のパンフレットと軌をーにするものともい

えるが、ミッグズは実際に身体的暴力を振るう。ゴードン暴動の後に舞い戻った

ヴァーデン家で雇ってもらえないとわかったあと、姉の家に居候させてもらうが、

甥に暴力を振るい、そこを永久追放となってしまう (684)。また、看守となってか

らは、囚人に対して、鍵の突起で囚人のJJ要の辺りをぎゅっと突いたり、パテンズで

足を踏みつけるなど、隠微で意地の悪い暴力行為を働いた (685)。もっとも、看守

というものが暴力的であることは周知の事実で、そもそも監獄ではむち打ちという

名の暴力が懲罰として公式に認められていた(川SecondRepor(82)。看守と暴力の
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結びつきを考えると、ミッグズの暴力的傾向は、彼女が元々看守としての性質を備

えていたことを示すものとすらいえるだろう。

さらに、看守の仕事の中心である監視についていえば、これもミッグズはヴァー

デン家にいたときから行っていた。とくに、心を寄せるタパティットの動きを注意

深く見張っており、ある夜、タパティットが徒弟騎士i到の集会に出かけるのを目撃

した時は、看守の夜勤さながらに徹夜までして、タパティットが帰るのを待ち構え

ていた。

このように、ミッグズは、試験で採用されるに適した外見と言語能力をもってい

たばかりか、採用された後行うことになる監視と暴力を塀の外でも予行演習のごと

く行っていた。まさに看守にふさわしい人材であったといえる。

おわりに

本稿では、ミッグズの勤務場所の監獄の実態、看守の仕事の実際とミッグズの看

守としての適性などを検討してきた。看守というのは、厳しい仕事ではあっても、

女らしさを要求されない、暴力的であることがゆるされるなど、ミッグズには適し

た職業だった。行き坊を失って進込きわまったともいえる時にこの職業を作たおか

げで、ミッグズは一生独身で生きることができたのである。

それでは、結婚することなく働き続けて一生を全うする女性を登場させたこの作

品は、女性が結婚せず自活することの可能性を肯定的に提示しているといえるだろ

うか。また、女性看守という職業が女性の就きうる仕事のーっとして認知されるよ

うな搭き方をしているだろうか。

これらの向いには否と答えざるを得ない。まず最初の問題だが、物語の他の女性

登場人物は、混乱の終息と軌をーにするように家庭に収まっていき、女性の居場所

は家庭であること、結婚せずに生きる女性は例外的存在であることが確認されてい

る。物誌のliiJ半で、ミッグズにけしかけられて夫を閤らせていたヴアーデン夫人は改

心して従順な妻になり、若い世代のドリーもエマも求婚されていた相手と結婚して

多くの子供に恵まれることになっている。ミッグズは、ヴァーデンの家に騒ぎを引

き起こし、自らは家庭の外に出て自活するが、女たちのなかにそれに続く動きの兆

しはない。さらに、この作品において、ミッグズは女の範院に入らないことが強泌

されているので、彼女が自活したとしても、それを女の自活とはみなしにくいこと

もある。

また、ミッグズは看守というまれな職業に就いたが、女性がその仕事をすること

の利点を読者が感じられるかは疑問である。たとえば、女性の属性と考えられてい
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た思いやりや優しさを監獄に持ち込み、監j獄訣己改文良の一端でで、もt在担主立E江!うことがi暗i宿音示されて
いるカか、というとそのようなことは三全さくなし=、o :;~主立にミツグズの i泌A力 l'的'1均!内守な;振辰る担抹fれし l(はま引!J

j獄訣の残i酷1蛤告さを再z詑認f忍、識させている O ミッグズの看守としての所業は、後1:]談として伝
聞の形で報告されているので、暴力の深刻さは和らげ、られ、ミッグズを抗くとき特

有の滑稽さが加わってはいる。それでもミッグズの凶人いじめは、 jよく認i哉されて

しミた監獄内での看守の暴虐ぶりと重なり、看守という戦業の否定的性質を改めて認

識させることにつながっただろう。

ただ、看守といういわば裏方の職業に、わざわざi固有名詞をもった人物がついて

いることには注目したい。ミッグズを含め女性看守は、国人の多数を占めていた売

春婦を監視する役割を担っていた。これは、数年後、デイケンズ自身が売春婦のた

めの0i正施設を作ったこととのi勾辿を恕起させる。ディケンズがその施i没のJlliIl~: f，~に

エネルギーを注いだことはよく知られているが、この尽力は、テーィケンズが、白ら

が生み出したミッグズの暴力から売春婦を紋うためだったとみなすこともできる。

すなわち、ミッグズを看守にしたことには、監獄問題への人々のj主意を喚起する意

味合いがあったとみなすことができるのである。ミッグズは救1tl犯に入る:illi命にjI¥

面していた。しかし、だれも予想しない女看守となって生き続け、反!惑を買う人物

として逆説的に看守問題への人々の関心をヲiく役割を果たしたといえる。

*本稿は、ディケンズ・ブエロウシップ日本支部平成24年春季大会 (2012ij三6)~ 

16日、於早稲田大学)で、「看守になったミッグズ一一未婚女性の働き口としての

監獄Jという題自で口頭発表した原稿を大幅に修正したものである。

1 bridewellの名のつく監獄は、軽犯罪に対する有罪判決を受けた者を収容する houseof 

correctionをさし、重罪に対する有罪判決を受けた者用の監獄convlctpnsonとは区別された。

また、未決囚の勾留施設 (houseof detention) はさらに別の種類の監獄である。ロンドンにお

ける bridewellの展開の経緯については、 Shoemaker第7章が詳しし凡なお、本論文では、，-lii:i

獄Jとし寸言葉を、広く牢獄全般を指すのにmpると同時に、特定の種類の監獄をさす場合に
フラ fドヴム

も用いる。監獄の種類-名称を特定して示したい場合は、クラークシウェル!日~ 3誌のように

ルピを付す。

2 1816年の警察調査委員会報告書;には、本来既決Iblmの監獄である hous(-'of (、 or r<~cti()!lに未

決囚が送られることについての証言が複数掲載されている("I~叩ort from tlw Commilte(~ O!l 

the State of the Police" 59， 80， 110)。逆に、未決囚mのhouseof detemionがhouseof correction 
の代わりに使われる可能性もあった。同じ警察調査委員会報告書では、未決囚勾留施設である

クラークンウェル・ニュー・ブリズンについて、既決Iblは収容されていないのか、という質問

がなされ、これに対して、同監獄最寄りのハットシ・ガーデン警察署の治安判事は、覚えてい



デイケシス r/、ーナビー・ラ yジjにみる 1911t紀イギリスのk看守 13 

るIlJ¥V)いないと思う、と証言した (SS)。このような質問がなされること自体、未決囚用の勾

器施設に既決囚が収容されることがあったことを示している。実際、ミッグズが看守になる直

前にあたる 1779年の議会報告書は、クラークンウェル・ニュー・プリズンに 10人の既決IEJが

いることを記録している("Fourteenth" 307)。

ディケンズはわtーナピー・ラッジjの構想中に二度、 1837年6月27日および 1840年 8

}~ 25 E1に、友人や挿絵画家(マクリーデイ、フォスター、キャタモール、フィズ)と一緒に、

コールドパース・フイールズ ~;;':i3訣を ii忘れている (Butt and Tillotson 79)。デイケンズはコール

ドパースの所μチムスタトンについて、その:tì::al!ぶりを行貸し、後にシJ~'H~Mの '!Ji生施設を作っ

た11寺も収容者をチェスタトンから送ってもらうなどして交流が続いた (Collins52)。

4 1830年代半ば、イギリスの多くの監獄では無言方式(囚人が一堂に会して作業に従事す

るが、仁iをきいてはならないし、身振りや呂配せなどによって意思を伝達することも禁止する

やり方)が採用されていたが、政府は新しい監獄を作る場合は分離方式(囚人が顔を合わせな

いように独房に閉じ込めるやり方)にするよう勧告した。 (Collins142)。デイケンズは、分離

方式は囚人の精神状態を悪くすること、費用がかかることなどを理由として反対し、無言方式

を支持していた (Collins146-50)。

5 トットヒル・フィールズ li;.~~;~ (City Gaol and House of Correction) は 1618i:j三にウエスト

ミシスター寺院とミルバシクの間に建築されたあと、日34年には、現在カトリックのウエス

トミンスター大聖堂がある場所に移転し、 1884年に閉鎖された。デイケンズはわ可ーナピー・

ラッジj執筆中の 1841年4月26Elと同年 5月19日にこの監獄を訪問している。マスコミで

"the Boy J ones"と呼ばれていた、三度バッキンガム宮殿に忍び込んだ 17才の少年を見たかっ

たからである。この少年は、初犯時は知的障害を理由に釈放されたが、その後の2屈は、その

理由が認められなかった。ただし、ディケンズは、訪問を仲介してくれたウエストミンスター

高等執政官フランシス・スメドレーあての手紙で、「この少年が知的に正常であるという見方

には強く疑L、をもっているjとiijeいている (Letters.II 216)。この訪問jはバーナピーの人物造

形の参考にしたいとのjよ旬、カミら企jllijされたものと考えられる。

6 ゴードン榔は、反カトリック運動への基金者として読みあげられたミッグズの名を聞いて、

「男かね?J (542) と尋ねている。

7 たとえば、 referとalludeをi見向して relude(343)、pronounceとdenounceをj昆同して

prenounce (524)とし寸言葉を作っている。また paganと言うべきところを Pagin(524)と言っ

たりしている。

8 このi引ililIにつけられたフ fズの挿絵では、ミッグズはパテンズ-}J!_分をまとめて左手に持っ

ているが、本文では、両手にそれぞれ片方ずつ持っていると書かれている (667)。
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